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(一社)北海道建設業協会　労務研究会



１．作業の目的

１）

２．作業環境

１）潜水深度　：　

２）透明度、視界　：　

３）その他　　:   

３．送気系統図

*有線通話による相互通話

４．作業分担 (最大時)

作業責任者

潜水士

送気員

連絡員

エンジン式コンプレッサー

予備タンク

潜　水　士 送気員

人

人

人

調節タンク

相互通信装置

(一社)北海道建設業協会　労務研究会



５．作業指揮系統

６．潜水作業時間

１.

２.

７．潜水作業方法

１．潜水方法：

２．警戒要領：

８－１潜水機器一覧

数量

マスク

相互式通話装置

機　器　名 規　格　性　能

予備タンク

空気清浄装置

コンプレッサー

潜水士　：　

担当者　：　

担当者　：　

調節タンク

適　用

(一社)北海道建設業協会　労務研究会



８－２． 潜水機器の装備について

※

最大水深=EL184-156=28=ﾗﾝｸ30m

①コンプレッサー（iwata  PLUE22Ｂ-14S）能力の確認

・ 送気量について 第28条2

潜水深度下で毎分４０L以上により、

40L/min（１気圧）×（30m÷10+1）×1人

｀＝160L/min＜235L/min　によりOKである

・ 送気圧について（1.0MPa）

潜水深度30ｍは0.30＋0.7MPa＝1.0MPa≦1.0MPaによりOKである

②予備タンク（ANEST　IWATA）容量の確認

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ-付属タンク　165L/1.0MPa 貯圧力1.0MPa
予備タンク　33L/1.0MPa

合計　198L/1.0MPa

水深P＝30.0ｍ　（圧力0.30MPa）

1）予備タンクの必要圧力

P1＝0.30MPa×1.5＝0.45MPa (潜水深度圧力の1.5倍)第8条2の一

※潜水深度圧力と貯留圧力が同じでは流れないので最低１．５倍

P2＝0.30MPa＋0.7＝1.0MPa (潜水深度圧力+0.7Mpa)

P1＜P2＝1.0≦1.0MPa　OK P=P2を採用

2）予備タンクの必要量 第8条2の二のイ
P=ﾒｶﾞﾊﾟｽｶﾙ

V＝40（0.03×D＋0.4）＝　40（0.03×30+0.4） D=ﾒｰﾄﾙ
V=ﾘｯﾄﾙ

｀＝52L＜198.0L　OK

※予備ﾀﾝｸのみでﾎﾞﾝﾍﾞは不要 第8条3

最大水深　30ｍ、１人潜水（フ－カ－式）

P 1.00
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※ 予備ﾀﾝｸの必要量は、潜水深度下における横移動2分
浮上時間3分の合計5分が可能な空気必要量である。

送気量は160L/min×5分=800L÷10㎏/㎠(1.0MPaで貯留)=80L必要

※ 当該作業での潜水条件は最大深度30ｍで潜水作業時間30分での計画である為
水深6ｍで3分と、3ｍで10分の減圧が必要になる可能性が発生する。

潜水深度6ｍ　　64L/min ×3

40L/min（１気圧）×（6m÷10+1）×1人

潜水深度3ｍ　　52L/min ×10

40L/min（１気圧）×（3m÷10+1）×1人

※減圧時の必要空気量　　19.2+52.0=71.2L

＊当該作業での予備ﾀﾝｸの必要量は法定送気量80L+減圧時の送気量71.2L
となり151.2Lとする。

｀＝151.2L＜198.0L　OK

※予備ﾀﾝｸのみでﾎﾞﾝﾍﾞは不要 第8条3

71.2L

192L÷10㎏(1.0MPaで貯留)=19.2L

520L÷10㎏(1.0MPaで貯留)=52L

(一社)北海道建設業協会　労務研究会



９．潜水作業サイクル表（水深28～30m）

　交互交代潜水

　交互交代潜水

KY・潜水設備の点検

潜水ステージ設置（梯子設備確認）

潜水作業第1人目

休憩

潜水作業第2人目

休憩

潜水作業第3人目

作業終了・片付け

(一社)北海道建設業協会　労務研究会



予備空気槽 
1.0PMa 33L   

潜水用エンジンコンプレッサ

実吐出量 235L/毎

コンプレッサ－能力  ３０M 
   

(一社)北海道建設業協会　労務研究会



工事名：

潜水作業時間管理（NSK新基準）

                        

　　　水深：（潜水深度30ｍを使用）　　　※潜降時間も含む

～

～

～

～

  実潜水作業時間100分

(一社)北海道建設業協会　労務研究会



作業計画日 ★作業実施日

月 日 月 日

時 分 ｍ/ｓ位 ｍ位

ｍ位 ｍ位

時 分

時 分

１．減圧表より次回潜水の可否

　①．上段：繰返し潜水範囲　（アルファベット記号あり）

　　　　繰返し潜水グループ記号（RG）　：　A～O（15段階）

　②．下段：限界潜水範囲　（網掛け部分）

　　　　限界潜水範囲　：　浮上完了後14時間内潜水禁止

２．繰返し潜水表より次回潜水の修正潜水時間

　①．待機時間14時間後　⇒　ファクター（RF）1.0

　　　　※初期潜水となる

　②．繰返し潜水ファクター（RF）　：　2.0～1.1

　　　　※繰返し潜水ファクター（RF）×潜水時間(BT)

　③．連続潜水範囲　⇒　網かけ範囲＞2.0

　　　　※修正潜水時間＝前回潜水時間+今回潜水時間

　　　深度が異なる場合はRGを使用して前回潜水時間を換算

３．繰返し潜水グループ記号の調整

　①．繰返し潜水ファクターが与えられる場合

　　　★例：前回D＞今回C　⇒　小さいワンランクアップ　⇒　E

　　　★例：前回B＝今回B　⇒　同等ワンランクアップ　⇒　C

　②．繰返し潜水ファクターが与えられず連続潜水の場合

時 分 時 分 指定 調整 18m 15m 12m 9m 6m 3m 時 分 　　　★例：前回D＞今回B　⇒前回と同一ランクにアップ⇒ D

４．繰返し潜水において無減圧となった場合の調整

　①．無減圧繰返し潜水表の許容無減圧時間と照合

1
分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分

2 分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分

3 分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分

4 分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分 潜水器 小型船舶操縦士免許

1
分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分 送気管 潜水士免許

2
分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分 さがり綱 送気員教育修了証

3
分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分 圧力調整器 巻上げ機教育修了証

4 分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分
一週 空気圧縮機 国際信号旗A

1
分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分

一月 空気清浄装置

2
分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分

三月 水中時計

3
分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分

六月 流量計

4 分 ｍ 分 分 ｍ 分 分 分 分 分 通話装置の感度

○潜降及び浮上の速度は10m/分とする。 注意：★印は確認すること。○印は厳守すること。 携行物

  潜水作業計画・記録 （★空気潜水・空気減圧用）
回覧印

　　　年 　　　年

事業者名 業務名

前日

潜水作業

★潜水士名 　 発注者名 最終浮上時刻 風速 波高

有　・　無 天候 風向
検認者

視界 透明度 責任者名送気員 作業港・場所 最終繰返潜水記号RG 　

潮流 普通　・　一時的に早い　・　常時早い 記入者名

作業内容 新設バイパス管切断、撤去、据付 潜水・通信方式 ヘルメット　・　フーカー　・　スクーバ―　，　有線　・　無線　・　未使用 業務完了時刻 水温

連絡員 　 船　名
本日

業務開始時刻

計画・・・黒色
特記事項 ★減圧表の手引き

就業内容 イ 運転準備・整備　　ロ 回航　　ハ 潜水準備・解装　　ニ 休憩・待機時間　　ホ 現場待機　　ヘ その他 実施・・・赤色

暖かい　・　普通　・　冷たい 備考欄

時　刻

船　上

潜
　
水
　
深
　
度
　

（
ｍ

）

記
入

回
数

繰返潜水
グループ

記号
（RG）

前回⑫又
は⑬＝①

作業内容 ①捨石指示　②本均し　③荒均し　④被覆均し　⑤溶接・溶断　⑥(　　 　　　   　)据付　⑦(　　  　　  　　)敷設　⑧調査・測量　⑨その他（　　　　　　　　　

潜降開始 潜降時間 潜水時間
(BT)

浮上開始
深度 潜水時間

浮上
時間

★
待機時間

（SI）

繰返潜水
ファク
ター
（RF）

(連続潜水)

○
深度

○潜水時間
★

修正潜水時間
(EBT)

★適用減圧表

○深度ごとの浮上停止時間
累計

潜降完了
時刻記入

繰返潜水
グループ

記号
（RG）

○浮　上　時　間 潜水業務時間

⑪ ⑫ ⑬ ⑳
⑭～⑳=

㉑
⑧＋㉑=

㉒
⑦+㉑=

㉓ ㉔② ③ ④ ⑤ ⑥
⑧-⑤=

⑦

合計
浮上完了

合計

⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲
⑤+⑦＝

⑧

修正潜水時間
の計算

⑨ ⑩

始
業
前

計
画
変
更
時

計
画

設備等の点検表

　　　　許容無減圧時間超え　⇒　3m減圧

　　　★例：深度15m、ファクター（RF）1.5　⇒　許容時間41分

※着色部分入力不可(不要)

実
施

空気潜水限界深度 40m 

0 

-3 

-6 

-9 

-12 

-15 

-18 

-21 

-24 

-27 

-30 

-33 

-36 

-39 

5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 
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